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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文はう宗教人類学の視点1枠組1方法によってう主として東1東南伺南アジア地域における

シャーマニズム現象の宗教一杜会一文化的な位置画性格1構造1機能の究明を意図したもので害序

論ラ第1編（5章）ヨ第2編（10章）ラ結論によって構成され雪400字詰原稿用紙908枚から成る論

をなしている。

　筆者は序論においてうシャーマニズム研究の諸領域とアプローチの仕方や視点について研究史を

回顧しヨシャーマニズムには現在なお未知の問題が多く含まれているとしてヨその究明に立ち向う

自已の立場里すなわちシャーマニズムを人類に普遍の現象ヨ呪術一宗教的複合に必然的に随伴する

現象形態と見る立場を明確に示している。

　第1編「シャーマニズムの基本問題」はラ内外の研究者の理論的仮設や概念枠を吟味画整理しな

がらラこれまで必ずしも明確ではなかった箇所をヨ実態調査の知見に基づいて修正したりヨ新たな

視点や解釈を加えた諸論説から構成されている。第1章ではヨトランス（Tra㏄e）の概念にっいて

検討しヨエクスタシー（脱魂）やポゼッション（糧霊）は，トランスの象徴的内容として捉えられ

るべき性格のものである点を指摘している。第2章はヨポゼッションの概念を扱いラ日本の懸霊現

象は他地域に較べて広く複雑であることを指摘する。第3章はラエクスタシー及びポゼッションの

分布とその文化的意味についてヨ南アジアを例に考察しヨこの型のシャーマニズムが農耕民族の問

にも濃厚に分布している点を指摘する。第4章は。シャーマニズムと夢との関係を論じたもので，

夢とトランスとは表裏を成するものでありう夢文化はシャーマニズム文化と深い係わりを持つ点を

一ユ63一



指摘する。第5章はヨ祭司1シャーマン1王の相互関係について論じたものでヨ祭司性とシャーマ

ン性とは相互補完関係にあるとの見解を示している。

　第2編「シャーマニズムの諸相」はヨ実態調査と文献研究によって雪日本本土ラ沖縄県ヨ台湾守

シンガポールヨインドヨパキスタンにおけるシャーマニズム現象の実態を雪宗教民族誌的に整理し

たものでヨシャーマニズムの社会一文化的基盤が主に追求されている。第1章は害岩手県釜石市の

シャーマン的職能者のイニシェーション過程と儀礼を扱ったもので，当地におけるr神がかり」は

生涯を通じて安定しているのではなく、霊媒型から予言者型へ予言者型から祭司型へとヨ年令に

応じて性格変化をきたすという事実を指摘している。第2章は，長崎県五島に分布するシャーマン

的女性祈樗師の「神がかり」を扱ったものであるがヨここでは懸霊現象のみならずいろいろな霊感

をも指す点が示されている。第3章と第4章は事沖縄本島1宮古1石垣1興邦国島におけるユタ的

職能者の巫病カミダーリィ現象を扱ったもので雪カミダーリィ的幻視1夢などに表象される超自然

的存在についての指摘や。ライフ1ヒストリィの分析からカミダーリィ経験者の家筋や縁者にはカ

ミダーリィが発生していることうまた経験者は幼少時からカミダーリィを見聞していることなどか

らヨそれは文化現象として捉えらるべきであると指摘している。第5章ではヨカミダーリィ文化を

個人一杜会的状況の分析を手掛りにしてヨユタ信仰が何故強固であるかという点を考察している。

第6章と第7章は，シンガポールの童占しを扱ったものでヨイニシェーションまた依頼者の依頼内容

の分析を通じて，童占しの役割について考察しヨ精神1心理的異常の治療がもっぱら童占Lの手に委ね

られている点を明らかにしている。第8章と第9章はインド村落のシャーマニズムを扱ったもので雪

掻霊現象の実態国超自然観ヨシャーマンの役割を相互関連的に捉え争階層杜会における個人にとっ

て懸霊は欲求充足の過程を意味することを析出している。また争シャーマン個人の意織や行動が杜

会1文化的な諸条件とどのように係わり合うかという点について考察している。第10章では，東南1

南アジア諸地域に展開するシャーマニズムに関して、特にシャーマンの超自然的存在への係わり方

を比較考察している。その結果ヨ単純文化の小規模社会では祭司とシャーマンの分化が不明瞭で脱

魂型が濃厚であり雪文化が高度化し大宗教の影響が著しい階層化杜会では祭司とシャーマンの分化

が顕著で糧霊型が支配的であるという見通しを提示している。

　結論ではラ「日本シャーマニズムの性格について」と題し雪全体を通じてのシャーマニズムの比較

考察の結果を日本のシャーマニズムに関係づけ，日本シャーマニズムはトランス1懸霊の内容につ

いてもラ役割においても幅がありヨ流動的で重層1混清的である点に特徴が認められるとしている。

審　　査　　の　　要　　冒

　本論文は，筆者が永年にわたって取り組んできたシャーマニズムの宗教人類学的研究をまとめた

もので雪アジアにおけるシャーマニズムの研究水準を一段と高める独創的な立論が随所に提示され

ている。
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　従来シャーマニズムと言えばラ北曲中央アジアなどに特有の原始的宗教形態と規定する研究傾向

が支配的であった。これに対して筆者は、シャーマンを「トランスのような状態で超自然的存在や

領域と直接交流できる能力を有する呪術一宗教的人物（職能者）」と規定すれば事シャーマニズムは

人類に普遍的な文化（宗教）現象であるとの見地に立っている。それはトランスや夢や脱魂1懸霊

などの現象が人類に普遍的であるという意味において普遍性を持つとも主張する。本論文はヨこの

ような視点によって貫かれているが雪各地域における筆者自身による綿密な実態調査の結果はヨ筆

者の見解の妥当性を裏づけるように思われる。

　筆者による釜石市1長崎県五島伺沖縄県1シンガポールなどにおけるシャーマニズム現象の綿密

な調査資料は事将来にわたって学界の共通財産としてヨその資料価値は高く評価されるべきもので

あるがラ韓半島1台湾が空白であるのは惜しいことである。この地域に対する筆者自身によるイン

テンシィブな調査が実施されるならばラ本研究は一層充実したものになるであろう。さらにヨ第2

編では全体としてシャーマニズムの社会1文化的基礎の追求は行届いているが冒シャーマニスティッ

クな儀礼の意味や役割に関する考察が不充分であるとの憾みが遣る。また雪筆者がシャーマニズム

の構造や機能の解明に関心を集中していることはよく理解できるがヲシャーマニズムの歴史的1縦

断的な視点も必要であろう。これらの点についてはラ筆者の今後の調査1研究による補完を期待し

たい。縄じてヨ今後に委ねられた課題を残しつつもラ本論文がシャーマニズムと言う宗教人類学に

おける難かしい領域の開拓にラ独創的な視角とともに研究水準を一段と高める立論を随所に提示し

ている功績は高く評価されるものである。

　よってラ著者は文学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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